
令和２年７月豪雨災害の検証の概要、スケジュール
○体制
部局横断の「タスクフォース」を設置し、専門的知見を有する「清流の国ぎふ防災・減災センター」と共同で実施

○スケジュール
７月 ８月 ９月2010

市町村アンケート、首⾧・自治会⾧等インタビュー

○検証項目
・コロナ禍における避難所運営、災害ボランティア等受入のルール
・要配慮者施設における避難確保計画策定と実効性の確保 ・孤立集落対策
・被災者支援対策（局地的な災害、ピンポイント被災） ・適応復興による対策 等

県（庁内各部局、県事務所、教育委員会、県警察） 清流の国ぎふ防災・減災センター(岐阜県＋岐阜大学)

①コロナ禍における避難所運営等の災害対応
・危機管理部、総務部、清流の国推進部、健康福祉部、商工労働部

②実効性のある避難・情報提供のあり方
・危機管理部、広報課、健康福祉部、県土整備部、県警察

③災害応急・復旧対策
・危機管理部、環境生活部、健康福祉部、商工労働部、林政部、
県土整備部、都市建築部、教育委員会、県警察

④事前の防災対策
・農政部、林政部、県土整備部

・小山 真紀 流域圏科学研究センター准教授【被災者支援】
・栗田 暢之 コーディネーター 【災害ボランティア】

・髙木 朗義 工学部 教授 【総合防災・減災】
・吉野 純 〃 准教授 【気象学】
・小山 真紀 流域圏科学研究センター准教授【被災者支援】
・村岡 治道 地域減災研究センター特任准教授【避難行動】

・能島 暢呂 工学部 教授 【地震工学】
・髙木 朗義 〃 教授 【総合防災・減災】
・小山 真紀 流域圏科学研究センター准教授【被災者支援】

・神谷 浩二 工学部 教授 【地盤工学】
・沢田 和秀 〃 教授 【地盤工学】
・原田 守啓 流域圏科学研究センター准教授【河川工学】

ファクト整理 課題抽出 中間とりまとめ 最終とりまとめ各部局ごとに検証作業

9月上旬

災害対策
本部員会議
報告

事務局：危機管理部及び県事務所を中心に編成

災害対策
本部員会議
中間報告

資料１


